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今
回
、「
言
語
文
化
」
の
「
近
代
２
」
に
収
録
さ
れ
た
太
宰
治
「
待
つ
」
は
、

ご
く
短
い
小
説
な
が
ら
先
行
研
究
も
比
較
的
多
く
、
考
え
る
点
の
多
い
小
説

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
待
つ
」
を
よ
り
深
く
味
わ
う
た
め
に
必
要
な

観
点
と
し
て
、
「
待
つ
」
が
創
作
集
「
女
性
」
（
博
文
館 

昭
十
七
）
に
収
録

さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
と
、「
十
二
月
八
日
」
と
「
待
つ
」
の
関
係
を
、「
女
性
」

の
目
次
を
示
し
た
上
で
ま
と
め
て
み
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
小
説
を
過
度
に
作

家
に
還
元
す
る
必
要
は
な
い
が
、
「
待
つ
」
が
収
録
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
は
、

戦
時
下
、
一
人
の
作
家
が
自
ら
の
小
説
を
世
に
送
り
出
す
た
め
の
、
密
や
か

な
格
闘
の
よ
う
に
も
見
え
る
の
だ
。 

 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
六
月
に
博
文
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
創
作
集
「
女

性
」
に
は
、
女
性
を
語
り
手
と
す
る
一
人
称
小
説
が
九
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
収
録
順
に
次
の
通
り
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
初
出
を
示
す
）
。 

「
十
二
月
八
日
」（
「
婦
人
公
論
」
昭
十
七
・
二
） 

「
女
生
徒
」（
「
文
学
界
」
昭
十
四
・
四
） 

「
葉
桜
と
魔
笛
」（
「
若
草
」
昭
十
四
・
六
） 

「
き
り
ぎ
り
す
」（
「
新
潮
」
昭
十
五
・
十
一
） 

「
燈
籠
」
（
「
若
草
」
昭
十
二
・
十
） 

「
誰
も
知
ら
ぬ
」（
「
若
草
」
昭
十
五
・
四
） 

「
皮
膚
と
心
」
（
「
文
学
界
」
昭
十
四
・
十
一
） 

「
恥
」（
「
婦
人
画
報
」
昭
十
七
・
一
） 

「
待
つ
」
（
雑
誌
・
新
聞
未
掲
載
） 

右
の
通
り
、「
十
二
月
八
日
」
か
ら
「
恥
」
ま
で
は
い
ず
れ
も
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
後
、
こ
の
創
作
集
に
収
録
さ
れ
た
が
、「
待
つ
」
は
ど
こ
に
も
発
表
さ

れ
て
い
な
い
。「
教
材
の
ね
ら
い
」
の
「
１ 

選
定
の
理
由
」
に
あ
る
よ
う
に
、

「
待
つ
」
は
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
の
依
頼
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
、
太
宰
の
妻
で
あ
る
津
島
美
知
子
氏
が
、

「
コ
ン
ト
「
待
つ
」
の
初
出
誌
は
長
い
間
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
創

作
年
表
」
の
「
昭
和
十
七
年
三
月
号
、
コ
ン
ト
、
京
都
帝
国
大
学
新
聞
六
枚
」

に
当
た
る
こ
と
を「
ユ
リ
イ
カ
」
の
故
伊
達
得
夫
氏
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

伊
達
氏
は
当
時
、
同
新
聞
の
編
集
部
に
い
て
太
宰
に
原
稿
を
依
頼
し
書
い
て

も
ら
っ
た
が
、「
待
つ
」
の
内
容
が
時
局
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
理
由
で

原
稿
を
返
し
た
と
、
伊
達
氏
か
ら
直
接
聞
い
た
。
」（「
回
想
の
太
宰
治 

増
補

改
訂
版
」
人
文
書
院 

平
九
）
と
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
美
知
子
氏
の
詳
細
な
説
明
に
加
え
て
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
伊
達

得
夫
の
遺
稿
集
（
回
想
録
）
の
中
に
「
待
つ
」
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、「
待
つ
」
研
究
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
伊
達
は
「
京

都
帝
国
大
学
新
聞
」
編
集
部
に
所
属
し
て
い
た
頃
を
、「
一
回
生
の
冬
、
太
平

洋
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
翌
年
の
京
大
新
聞
春
休
み
号
に
、
ぼ
く
た
ち

は
太
宰
治
の
小
説
を
も
ら
う
こ
と
を
決
定
し
た
。（
略
）
約
束
の
日
ま
で
に
太

宰
治
の
原
稿
は
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
「
待
つ
」
と
い
う
短
篇
で
あ
っ
た
。

出
征
し
た
夫
を
き
ょ
う
も
待
っ
て
い
る―

―

と
い
う
若
妻
の
手
記
の
形
の
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
学
年
末
の
新
聞
四
面
に
挿
画
入
り
で
掲
載
さ
れ
た
が
、

し
か
し
そ
の
新
聞
は
だ
れ
の
手
に
も
渡
ら
な
か
っ
た
。
発
行
と
同
時
に
検
閲

に
よ
っ
て
発
禁
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
だ
。
太
宰
の
小
説
が
反
戦
的
だ
と
い
う
の

が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。（
ぼ
く
た
ち
は
今
、
太
宰
治
全
集
第
五
巻
に
よ
っ
て

そ
の
小
説
「
待
つ
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。（
略
））
」（「
詩
人
た
ち 

ユ
リ

イ
カ
抄
」
平
凡
社 

平
十
七
）
と
回
想
し
て
い
る
。 
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「
待
つ
」
を
読
ん
だ
後
に
伊
達
の
回
想
を
読
む
と
、
伊
達
の
言
う
「
待
つ
」

が
全
く
別
物
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
し
、
ま
た
一
方
で
「
ぼ
く
た
ち

は
今
、
太
宰
治
全
集
第
五
巻
に
よ
っ
て
そ
の
小
説
「
待
つ
」
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
部
分
を
見
れ
ば
、
伊
達
の
語
る
「
待
つ
」
は
、
現
在
の
「
待

つ
」
と
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
伊
達
に

よ
る
回
想
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
田
中
良
彦
が
、
伊
達
が
当
時
の
「
京
都
帝

国
大
学
新
聞
」
で
起
き
て
い
た
別
の
発
禁
事
件
と
混
同
し
た
可
能
性
を
示
し

つ
つ
も
「
「
反
戦
的
」
と
の
回
想
は
貴
重
で
」
、「
若
妻
の
手
記
」
と
い
う
形
に

つ
い
て
も
「
記
憶
違
い
で
あ
っ
て
も
「
待
つ
」
を
考
え
る
際
、
示
唆
的
で
あ

る
」
（
「
太
宰
治
「
待
つ
」
覚
書
き
」「
キ
リ
ス
ト
教
文
学
」
平
二
十
四
・
八
）

と
指
摘
し
、玉
田
琴
乃
も
「
伊
達
に
記
憶
違
い
が
な
か
っ
た
の
な
ら
、「
待
つ
」

の
第
一
稿
は
創
作
集
『
女
性
』
で
発
表
さ
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
物
語
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」（
「
太
宰
治
「
待
つ
」
論―
成
立
の
背
景
か
ら
見
え
て

く
る
も
の―

」「
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
」
令
二
・
三
）
と
述
べ
て
い

る
。「
待
つ
」
に
は
別
の
原
稿
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
出
征
し
た
夫
を

待
つ
妻
に
よ
る
手
記
で
あ
っ
た
と
い
う
伊
達
の
回
想
は
、「
待
つ
」
研
究
の
今

後
の
可
能
性
を
拓
く
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
先
の
田
中
氏
、
玉
田

氏
の
指
摘
は
い
ず
れ
も
、「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
と
「
待
つ
」
の
新
た
な
関

係
の
可
能
性
を
指
し
示
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
今
度
は
太
宰
が
「
待
つ
」
を
創
作
集
「
女
性
」
に
追
加
し
た
い

と
出
版
社
に
願
い
出
た
時
の
書
簡
を
見
て
み
た
い
。
太
宰
は
「
女
性
」
を
刊

行
す
る
博
文
館
出
版
部
の
石
光
葆
へ
、
次
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。 

た
だ
い
ま
、
別
便
速
達
で
「
待
つ
」
と
い
ふ
新
原
稿
、
お
送
り
致
し
ま

し
た
。
五
枚
の
短
篇
で
す
が
、
あ
の
「
恥
」
と
い
ふ
作
品
の
次
に
（
つ

ま
り
、「
恥
」
と
「
あ
と
が
き
」
の
間
に
。）
入
れ
て
下
さ
い
ま
し
。
最

後
の
、
し
め
く
く
り
に
適
し
た
作
品
だ
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
、

そ
の
や
う
に
、
お
願
ひ
致
し
ま
す
。（
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
日
付
、
博

文
館
出
版
部
石
光
葆
宛
「
太
宰
治
全
集
」
第
十
二
巻 

筑
摩
書
房 

平

十
一
） 

 

右
の
書
簡
の
後
、
太
宰
は
同
（
昭
十
七
）
年
二
月
二
十
四
日
に
も
石
光
葆

に
宛
て
て
目
次
の
組
み
方
を
指
示
し
て
い
る
が
、
す
で
に
校
正
段
階
に
進
ん

だ
創
作
集
を
、
再
度
編
み
直
す
ほ
ど
の
「
最
後
の
、
し
め
く
く
り
に
適
し
た
」

〈
何
か
〉
が
「
待
つ
」
に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
創
作
集
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
十
二
月
八
日
」
は
、
小
説
家
の
妻
で

「
園
子
」
の
母
で
も
あ
る
「
私
」
が
綴
る
日
記
形
式
で
書
か
れ
た
小
説
で
あ

る
。「
私
」
は
十
二
月
八
日
の
有
様
を
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
聞
い
た
り
新
聞
を
読

ん
だ
り
し
て
は
緊
張
し
た
面
持
ち
を
み
せ
て
い
る
が
、「
町
の
様
子
は
、
少
し

も
変
つ
て
ゐ
な
い
」「
店
先
の
様
子
も
、
人
の
会
話
も
、
平
生
と
あ
ま
り
変
つ

て
ゐ
な
い
。
こ
の
静
寂
が
、
頼
も
し
い
の
だ
」
と
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
日

常
と
地
続
き
に
開
戦
の
日
を
綴
っ
て
い
く
。
し
か
し
末
尾
近
く
で
園
子
を
背

負
っ
て
夜
道
を
歩
く
際
、「
燈
火
管
制
な
の
だ
。
も
う
こ
れ
は
、
演
習
で
な
い

の
だ
。
心
の
異
様
に
引
き
し
ま
る
の
を
覚
え
る
。
で
も
、
こ
れ
は
少
し
暗
す

ぎ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
言
い
、
そ
の
暗
闇
に
女
学
校
の
時
に
「
吹
雪

の
中
を
ス
キ
イ
で
突
破
し
た
時
の
お
そ
ろ
し
さ
」
を
重
ね
て
い
く
。
こ
の
日

常
を
襲
う
得
体
の
知
れ
な
い
「
お
そ
ろ
し
さ
」
は
、「
待
つ
」
の
「
私
」
が
語

る
「
大
戦
争
が
始
ま
っ
て
」
以
降
の
周
囲
の
様
子
と
響
き
合
う
だ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
、「
十
二
月
八
日
」
か
ら
始
ま
る
日
常
を
覆
う
暗
闇
の
先
に
、
希
望

を
込
め
た
「
待
つ
」
と
い
う
行
為
を
見
出
し
た
小
説
「
待
つ
」
は
、「
最
後
の
、

し
め
く
く
り
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
よ
う
。 

 



明治書院「精選 言語文化」指導資料 R4 
近現代文編 単元 2「待つ」鑑賞●3 

e_02_01_07_matu_kansyo 

＊
「
十
二
月
八
日
」
の
本
文
は
、「
太
宰
治
全
集
」
第
六
巻
（
筑
摩
書
房 

平

十
）
に
よ
る
。
そ
の
際
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。 

＊
「
待
つ
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
太
宰
治
「
待
つ
」
論―

「
京
都
帝
国
大

学
新
聞
」
と
の
関
連
を
踏
ま
え
つ
つ
」（
「
大
妻
国
文
」
平
十
五
・
三
）
、
石

橋
紀
俊
「
太
宰
治
『
待
つ
』
論―

待
つ
こ
と
の
倫
理
に
つ
い
て―

」
（
「
学

大
国
文
」
平
二
十
六
・
十
）、
齋
藤
樹
里
「
太
宰
治
「
待
つ
」
論―

待
つ
て

ゐ
る
「
私
」
の
〈
姿
勢
〉―

」（
「
國
學
院
大
學
大
学
院 

文
学
研
究
科
論

集
」
（
平
三
十
一
・
三
）、
等
も
あ
わ
せ
て
参
照
。 

   


